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今後の方向性と主な取り組み 

 

 

⑴多様な生き方を認め合える社会の形成 

 

・性的少数者への理解を深めるための啓発 

・多様な生き方の選択を可能にするための教育の充実 

・多様な働き方や生き方を認め合える環境づくりに向けた啓発 

 

⑵家庭における固定的役割分担の解消 

 

・夫婦や家族間のコミュニケーションを豊かにし、相互理解を深めるための

広報活動や講演会等開催による意識啓発 

・男性の家事・育児・介護等への参画を推進するための広報活動や講座等開

催による意識啓発 

 

⑶職場や地域で女性が活躍しやすい環境づくり 

 

・女性のキャリアアップを図るための生涯にわたる学習機会の充実・支援や

情報提供 

・主体的な進路選択や生活設計等を可能にするための教育や研修による啓発 

・職場復帰や再就職を希望する女性への支援や情報提供 

・産官学連携による若手職業人材の学びの場の提供 

・事業所へのワーク・ライフ・バランス研修における講師派遣による啓発 

・事業者への意識啓発や事業所の環境整備、能力開発や人材育成の促進 

・地域における意識啓発や人材育成の促進 

・まちづくり協議会等多様な主体の協働によるまちづくりの更なる推進 

 

⑷誰もが安心して暮らせる環境の整備 

 

・子育てや介護等がしやすい環境づくりの推進 

・生活上の困難を抱えた女性等が安心して暮らせる環境の整備 

・自立し安心して暮らすための基礎となる健康づくりの推進 
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